
	第Ⅴ－①分科会


自然環境保全と循環型社会

	座　　　　長
	岩　崎　研　司
	（自治研中央推進委員･栃木県本部）

	副　 座 　長
	堀　江　淳　一
	（自治研中央推進委員･埼玉県本部）

	記　　　　録
	赤　嶋　　　崇
	（自治研中央推進委員･和歌山県本部）

	
	村　上　雅　宣
	（自治研中央推進委員･熊本県本部）

	企画・運営他
	山　下　晃　充
	（自治研中央推進委員･現業評議会）

	
	南　部　美智代
	（自治研中央推進委員･中央本部現業局長）

	
	森　下　　　茂
	（自治研中央推進委員･中央本部現業局次長）


17日(金)13：00～17：00　全日空ホテル　白楊

	13：00～13：03
	開　会

	
	　　　　　　座　長：岩崎　研司

	13：03～13：50
	基調提起「循環型社会の構築にむけて～３Ｒと豊かな地域づくり～」

	
	　　　　　　　　　　楠部　孝誠（石川県立大学助教）

	13：50～14：10
	特別報告「自然環境保全と循環型社会」

	
	　　　　　　　　　　熊本　一規（明治学院大学教授）

	14：10～14：20
	休　憩

	14：20～16：50
	レポート発表とフロアー討議

	
	　コーディネーター：田中　　充（法政大学教授）

	
	　①　自主レポート：「弘前市のごみ問題について」

	
	　　　　　　　　　　青森県本部／青森県職員労働組合・弘前市議会議員　加藤とし子

	
	　②　要請レポート：「町民と協働でレジ袋を大幅削減し地球温暖化防止と

　　　　　　　　　　新たな付加価値」

	
	　　　　　　　　　　北海道本部／浜中町役場職員組合・副執行委員長　吉家　裕明

	
	　③　自主レポート：「『まちの里山』東大農場が残った　―　市民による
　　　　　　　　　　東大農場存続運動の成果と求められる公務員像　―　」

	
	　　　　　　　　　　東京都本部／自治労西東京市職員労働組合　後藤紀行・

　　　　　　　　　　　　　　　　東大農場のみどりを残す市民の会　大森　拓郎

	
	　④　自主レポート：「山武市バイオマス構想の取り組み」

	
	　　　　　　　　　　千葉県本部／山武市職員組合

	
	その他

	16：50～17：00
	まとめと休会


18日(土) 9：00～12：00　札幌市内フィールドワーク

	 9：00
	自治労会館前に集合

	 9：00～ 9：30
	移動

	 9：30～11：30
	精進川（地元の町内会の活動など解説）・札幌市さけ科学館を視察

	11：30～12：00
	移動

	12：00
	札幌駅で解散


第Ⅴ－①分科会：自然環境保全と循環型社会

	テーマ
	自然環境保全活動、循環型社会の確立にむけたエコ活動、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）活動の現状を検証する

	特徴的な情勢
	　家庭、職場、地域、自治体などそれぞれの分野で自然環境保全活動、エコ活動、３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル）活動などが実践されているが、協働行動については、必ずしも十分ではない。

	主要論点と実践課題
	　自然環境保全、循環型社会にむけての活動の現状と課題

　～家庭、職場、地域、行政における実践的活動と協働行動の課題と可能性～

	フィールドワーク
	集会３日目（18日）の午前中に、札幌市内でフィールドワークを行う。

行き先：札幌市内の川など

時　間：９：00～12：00

参加費：2,000円（交通費、視察先入場料を含む）

	討 論 の 柱
	● 地域、家庭、職場での３Ｒの取り組みを考える。

● ３Ｒの取り組みの成功例、失敗例を出し合い考える。

● 地域での自然保護にむけた取り組みの具体例を出し合い考える。
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